フレーベル「ゆかりの地」今と昔―バート・リーベンシュタインとシュバイナ― by 岸 信行
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は じ め に
2007年４月22日，いよいよ，バート・リーベン
シュタイン（Bad Liebenstein）への移動の日が
来た．ホテルのチェックアウトの手続きを８時半
に済ませる．９時半にタクシーを頼んでいたが，
ほぼ約束どおりに大型の車が来た．運転手は，女
性で日曜日は学校が休みなのだろう，その人の子
どもと思われる小学校低学年ぐらいの女の子が二
人，かなり広い助手席に座っていた．
10時19分発の列車に乗り，終点のエーアフルト
（Erfurt）の一つ手前の乗り継駅，ノイデーテン
ドルフ（Neudietendorf）までは，一面の菜の花
畑が続き，その鮮やかな黄色と麦畑の緑が素晴ら
しいコントラストを見せてくれていた．途中，高
いところに目をやると馬が放牧されていて，低い
ところには，よく子どもが描く「煙突のある赤い
屋根」のお手本のような可愛い家々の屋根の続く
景 色 が 続 い て い た． 雄 大 な チ ュ ー リ ン ゲ ン
（Thüringen）の山間の家々をぬって列車は走り，
アルンシュタット（Arnstadt）に10時58分に着
き，そこから10分，Neudietendorf に着いたのは
11時８分だった．そこで乗り換え，ホームで次の
列車を待ったが，そこからは，プラウエ（Plaue）
やゲッテンゲン（Göttingen）など様々な方向へ
の列車が発着する．止まらない列車が勢いよく通
り過ぎたり，貨物列車が通り過ぎて行ったり，１
時間近くあった待ち時間も，退屈することなく過
ぎた．
アイゼナハ（Eisenach）行きの列車に定刻に乗
り込んだ．途中，車窓からは，小高い丘陵地帯の
なか，菜の花畑や麦畑が続く雄大な景色が楽し
め，家々は素朴な感じで，北海道の富良野を思い
出させてくれた．ゴータ（Gotha）経由で，そこ
からはバスで行った．
出発は13時43分だったから，ここでも待ち時間
が１時間以上もあった．バスは，ブナ林（Buche）
を抜けて，約30分走り，フレーベル終焉の地，
シュバイナ（Schweina）を通り，目的地バート・
リーベンシュタインに到着したのは，予定時刻
（14時21分）に近い14時35分であった．
病院の付近が町の中央部らしく，そこで降り
て，その日から滞在する，Espande 9. にある「カ
イザー・ホーフ（Kultur-Hotel Kaeserhof ）」ま
で歩いた．まず，Heinrich-Mann-Str. から右に折
れて，Herzog-Georg-Str. まで，何回も道を聞き
ながら行った．ホテルは，その道からあまり遠く
ない，一つ奥まった所にあった．とても立派な歴
史を偲ばせる四つ星ホテルで，庭には，緑がとて
も美しい大きな菩提樹（Linden）やもみじの木
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（Ahorn）が何本もそびえ立ち，古くに噴出した
という噴水が，向かい合う男女のモニュメントか
ら噴き出していた．
フレーベルは，チューリンゲンの森の西方に位
置 す る バ ー ト・ ブ ラ ン ケ ン ブ ル ク（Bad 
Blandenburg）から一つ山を越したこのバート・
リーベンシュタインに移り住み，１年後にマイニ
ンゲン公から提供されたシュバイナの地にある
「 マ リ エ ン タ ー ル の 小 さ な お 城〔 宮 殿 〕
（Marienthaler Schlößchen）」に住み，そこで幼
児教育にどうしても大切になると考えられた幼稚
園教諭の研修施設を構想し，幼児教育に大きな貢
献をなした．
この論考においては，筆者が2007年の在外研究
中に訪ねたバート・リーベンシュタインとシュバ
イナの「今と昔」を中心に報告する．
「バート・リーベンシュタインとシュバイナを
めぐる，フレーベル・周遊ハイキングコース
（Fröbel-Rundwanderweg um Bad Liebenstein 
und Schweina）」
フレーベルにとってバート・リーベンシュタイ
ンとシュバイナはとても重要な地である．この町
には，フレーベルゆかりの地がたくさんあり，そ
れらを巡る「バート・リーベンシュタインとシュ
バイナをめぐる，フレーベル・周遊ハイキング
コース（Fröbel-Rundwanderweg um Bad Liebe-
nstein und Schweina）」という，フレーベル晩年
の数々の史跡を順番に巡るハイキングコースが，
「フレーベル・ホーフ」から片道約13Km のコー
ス（Friedrich Fröbel-Wanderweg）」として考え
られている．そのコースは，歩きながら当時の様
子を思い浮かべ，同時に今日のそこの様子をしっ
かりと観察し，この町に来た経験を豊かにして欲
しいという企画者の考えから生じたもので，フ
レーベルの象徴となっている球・円錐形・立方体
のグリーンの「道しるべ」によって導かれてい
る．
そのコースは，次のようになっている．
「 フ レ ー ベ ル・ ホ ー フ（Hotel Fröbelhof）」
→ ca.2.2Km →「 フ レ ー ベ ル 癒 し の 場 所 」
（Fröbelsrhu）→ ca.1.3Km →「マリエンタール
の小さなお城〔宮殿〕」→ ca.2.4Km →「シュバ
イナにある山の墓地（Bergfriedhof in Schweina） 
」に立つ「フレーベルの墓」（Fröbelgrab）・記
念碑→ ca.0.4Km →「シュバイナにあるラウレ
ンティウス教会のそばにあるフレーベル幼稚園」
（Fröbel-Kindergarten bei LAURENTIUSKIRC-
HE in Schweina）→ ca.0.4Km →「ブュルガー
リーベンシュタインでの滞在宿，カイザー・ホーフ リーベンシュタインとシュバイナのフレーベルゆ
かりの地を巡る周遊コース
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ハウス（Brügerhaus）」→ ca.2.1Km →「アルテ
ンシュタインのお城と公園」（Schloß und Park 
Altenstein）→ ca.4.2Km →「フレーベルの井戸
（Fröbelbrunnen）→ ca.0.2Km →「フレーベル・
ホーフ（Hotel Fröbelhof）」
このコースには，ところどころに急な坂道も含
まれ，どの道を歩いても素晴らしい景観が多く，
小鳥が歌う囀りのなか，遠くの山々，町や村，近
くの赤いレンガの家並みなど，様々な光景に巡り
合わせてくれ，私たちの目を楽しませてくれる．
「 フ レ ー ベ ル・ ホ ー フ（Hotel Fröbellhof），
Heinrich Manstr. 34」
Heinrich-Mann-Str. から，高等学校（ギムナジ
ウム = Herzog Georg Gymunagium）の所を右に
折れて少し歩くと大きな建物があった．それが，
てっきり「フレーベル・ホーフ」だと思ったが，
そ れ は「 ハ イ ン リ ッ ヒ・ マ ン 病 院（Heinrich 
Mann Klinik）」で，それをぐるりと回り込んだ
所に「フレーベル・ホーフ」はあった．
かつては，「グート・ドメーネ・アグネスハイ
ム（Gut Domäne Agnesheim）」という赤十字関
係の施設であり，その後クアハウスを伴った病院
が建てられ，様々な変遷を経て1997年以降，その
建物は三ツ星のホテルとなっている．現在でも，
「ハインリッヒ・マン病院」と家屋は続いてお
り，その病院と密接な関係を保ちながら，そのホ
テルは運営されている．
その建物は，上がベージュ系の薄い色で，下が
大きなレンガの壁になっていた．入り口側の建物
の前方に建物があり，右側には，高校（Herzog 
Georg Gymunagium）と境を接する壁がある．
入り口側の建物の部分と向こう側の建物の部分を
左側の建物がつなぐ役割を果たし，建物は ｢ 逆コ
の字型 ｣ になっている．左側の建物の両端には，
当時を偲ばせる塔がある．そういう構造上，ちょ
うどいい中庭が出きていて，その中庭には，多く
の緑があり，夕日を浴びて輝いていた．
外見を撮影して，中も少しだけ見て帰ろうとホ
テルに入ると，そこは，ホールになっていた．そ
この右側に展示されていた，フレーベルの ｢ 顔だ
けの像 ｣ などを見ていると，一人の女性が出て来
たので事情を話すと，その人は，Silvana Faccin
さんという，このホテルの責任者で，フレーベル
かつては，赤十字関係の施設で，1997年以降は，
三ツ星のホテルとなっているフレーベル・ホーフ
中庭のグリーンが美しいフレーベ
ル・ホーフ
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いと言い，電話でどこかに聞いてくれ，以前にカ
イルハウ学園で芸術の教師をしていた，アン
シュッツ（Wolfgang Anschütz, 1956－2006）と
いう人だということが判明した．後で分かったこ
とだが，彼は2006年に残念ながら50歳で亡くなっ
ている．
の展示があるから，ホテル内を案内して下さると
いう．
彼女について，階段を二つ上がると，そこは３
階の廊下で，フレーベルの遊具を現代的に描いた
淡い水彩画のような美しい絵が何枚も展示されて
いて，その下には，フレーベルの様々な時期の著
作からとった彼自身の言葉が添えられてあった．
左側の建物の両端二つの塔には，３階の階段か
ら上がれるようになっており，そこは，小さな部
屋になっていた．その両端の二つの部屋とも小さ
いテーブルと椅子が置かれ，フレーベルに関した
写真が感じよく展示されていた．
1848年，フレーベル66歳の時，彼は，バート・
リーベンシュタインと マリエンタールに滞在し
た．フレーベルが実際にバート・ブランケンブル
クからバート・リーベンシュタインに移り住むの
は，その翌年の1849年３月，彼67歳の時であるか
ら，彼は，この「フレーベル・ホーフ」に一年
間，住んでいたことになる．
どの部屋に住んでいたかは管理人にも分からな
いという．また，現代的にフレーベルの遊具を描
いた画家についても聞いてみたが，彼女も知らな
フレーベルの遊具を現代的に描いた絵画
今のような建物になったのは，
1924年以降であるという説明とと
もに古い建物の写真も展示されて
いた
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隣りはギムナジウム（Herzog Georg Gymu-
nagium）の体育館で，何かの球技を練習してい
る生徒たちの声が聞こえてきた．中庭の撮影をし
て，案内してもらった廊下を再び入念に見て，帰
り際に，Faccin さんにお礼を言うと，バート・
リーベンシュタインとシュバイナにあるフレーベ
ル「ゆかりの地」の巡り方を教えてくれた．明
日，その通りに廻ってみようと思った．また，ホ
テル「フレーベル・ホーフ」の歴史を書いたもの
をくれた．帰り道，滞在中の「カイザー・ホー
フ」の屋根がくっきりと美しく見えた．
フレーベル癒しの場所（Fröbelsrhu）
「フレーベル・ホーフ」の前の道は，Heinrich-
Man-Str. で あ る が， そ の 通 り は， そ の ま ま 
Grumbachstr. に通じ，Bachfelder Str. に至る．
そこの表示を見るとフレーベルの例の遊具を象っ
た緑色の標識があり，そこで左折するように出て
いた．左折して少し行くと，墓地があったので，
そこを右折し，少し行くと，大きな通りにぶつ
かった．そこを超えた地点に「Am Marienthaler 
Wäldchen」という標識か立っていて，そこから
マリエンタールの町が始まる．左折して歩くと，
J-Christian-von-Weiß-Str. という静かな道に出る．
そこを直進していくと，前方 に，遠くの山々と
ともに小さな標識があるのが目に入った．近づく
と，そこには，小さな矢印があり，Fröbelsrhu
と書かれてあった．その標識の前方には，遠くの
山々とともに，麦畑の緑色が少しだけ見えたが，
そこへ行って驚いた．なんとその標識の先には，
広大な麦畑が一面に続いていて，前方は，180度
見渡せ，遠くはるかに山々が見え，遠くの町・村
の屋根が本当に小さく見えた．その右奥に，あの
特徴的な ｢ 球・円錐形・立方体 ｣ というフレーベ
ルの記念碑の上部，球体の頭がほんの少しだけ見
えた．歩いていくにつれ，その全貌が現れ出し
た．
その近くに行くと，掲示板が建っていて，そこ
に は， 左 上 に「Erziehung ist Vorbild und Lie-
be」という文字が書かれてあり，その下には，
「Der bekannte Pädagoge Friedrich Fröbel, 
welcher im Marienthaler Schlößchen unweit 
vom diesem Denkmal 1849 die erste Kinder-
gärtnerinnenschule der Wert gründete, suchte 
diesem Ort oft zur Entspanung und Einkehr 
auf. Seine letzte Ruhestätte befindet sich auf 
dem Schweiner Friedhof.」と書かれ，真ん中に
は，フレーベルの写真，右側には，花できれいに
飾られたフレーベルの墓石の写真があり，その下
には「Fröbel entwickelte u.a. die bekannten 
標識とともにマリエンタールの町が始まる 広大な麦畑の右奥に見えるフレーベルの記念碑
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Spielgaben Kugel, Walze, und Wüfel welche, 
auch auf seiner Grabsttätte dargestellt sind. Die 
eingemeißelten Worte auf der Walze “Kommt 
laßt uns unsern Kindern leben” wieder spiegeln 
eine seiner Grundideen.」と記されてあり，更
に，その写真の左下には，「50ペニヒ（Pfg）の紙
幣」の写真が掲げられていて，次のように書かれ
てあった．「Die Bedeutung Fröbels für dem Ort 
Schweina zeigt auch dieser Notge ldschein aus 
dem 1928」．紙幣をはさんで左側には，幼稚園の
写真が飾られ，右側には，そろいの洋服を着てお
墓参りをしている幼稚園の子どもたちの写真が
載っていた．
その掲示板を読んでから，記念碑のところまで
行く．ホンダの農作業車か，フレーベルの記念碑
の周りの草を刈り，整備していた．その場所は，
「小さなお城」に住んでいたフレーベルが気晴ら
しのために好んで，よく行った場所である．
その記念碑は，1852年（フレーベルの没年）に
近隣の村メーラ（Möhra）出身のルタ （ーLuther）
という人が，球，円錐形，立方体という世界的に
有 名 に な っ た， フ レ ー ベ ル の 象 徴（Fröbel-
Symbol）を組み合わせた形で初めその場所に建
てられ，何十年かの歳月を経て，1997年11月に再
びこの場所に建てられ，それ以来，ここにあるの
だという．石畳に置かれた正方形の台に立つこの
記念碑は，何箇所か傷んだところに，修復された
痕が残っていたが，更に修復が必要な所も出てい
るようである．
この記念碑の場所は，「マリエンタールの小さ
なお城からの見晴台」という他の呼び方もあるだ
けあって，そこからの眺めは，カイルハウからブ
ランケンブルクを見下ろして「幼稚園」という名
前をフレーベルが思いついた，あの「フレーベル
ブリュッケ」からの景色にも，勝るとも劣らない
素晴らしい眺めであった．そこから，右手奥を見
ると，マリエンタールの町が見え，フレーベルが
住んでいた「マリエンタールの小さなお城」も木
立の中に幻想的に見えた．フレーベルは，多分，
お城から直線的に，この地まで上ってきたのであ
ろう．マリエンタールの町の背後には，更にシュ「フレーベル癒しの場所」への入口付近にある掲示板
修復が必要と思われる記念碑の横に立つ筆者
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ヴアイナの家並みが広がっていた．
その時，誰も居ない，その場所に，鳩を鳥かご
に20羽ぐらい入れた人がやって来て，「鳩は，い
きなり遠くから飛ばしても帰ってこないから，だ
んだんに遠くから帰れるように，飛ばす訓練をし
ているのだ」と言って，その鳩を大空に放った．
フレーベルの記念碑のところから，ブナや菩提樹
の新緑が美しい，抜けるような青空へ，鳩たちは
飛び立って行った．平和の象徴たる鳩が大空に弧
を描いて飛び去る様子を見て，フレーベルが幼稚
園で実現したかった理想を思い，感慨深いものが
あった．
「幼稚園」という施設を創設し，具体的に実施
する理念として，フレーベルが一貫して主張した
ものは，そこから出発し，そこに立ち戻る彼の教
育学の全てを方向づけ，内容を規定した「全ての
生命の統一根拠は神である」という信念，「生命
の合一」の思想であった．その理念が美しく結晶
した成果が「幼稚園」であり，「神は人間の父で
あり，人間は神の子であるから，神の子として生
きる努力をするべきである」という彼の根本思想
が，「幼稚園」の出発点にも，その中心点にも，
またその帰着点にも据えられていた．すなわち，
彼にとっては，その一つの思想こそが，総ての思
索の源泉根拠だったのである1）．
記 念 碑 に は，「Friedrich Wilh.Aug.Fröbel 
geb. zu Oberweiss den 21.April 1782. gest. zu 
Mari enthal den 21. Juni 1852.」とあり，左側の
少し奥には，「Kommt, laßt uns unsern Kindern 
leben」という彼のモットーが刻まれてあった．
「マリエンタールの小さなお城〔宮殿〕」
Fröbelsrhu から，「マリエンタールの小さなお
城（宮殿）」までは，約1.3Km とそんなに遠くな
い．来た道を戻り，Fahrweg と交差する所で左
折して Altensteinerstr. まで行くと，前方の低い
塀の奥に，童話にでも出てきそうな可愛らしいお
城が見える．
そこにおいて，フレーベルは，幼稚園女性教師
たちのための世界で最初の学校を設立し，死ぬま
で先頭に立ってその学校を導いた．
フレーベルは，バート・ブランケンブルクにお
いて，既に乳・幼児教育のために，一般ドイツ幼
稚園を構想し，その設立，普及に全力を傾けて努
力した．フレーベルのブランケンブルクでの生活
は，忙しかった．1840年の幼稚園創設まで，その
準備に奔走し，「創立記念式典」には市長をはじ
め町の名士が列席し，以後，その業績が認めら
れ，フレーベルには名誉市民の称号が与えられ，
その栄誉が讃えられた．
創設当初，幼稚園は近隣の地域に大きな反響を
呼び起し，乳児の保育並びに，幼児の教育に対し
て多大なる影響を及ぼした．彼は，その施設が，
更に一般的になることを欲し，事実その施設は，
次第に発展する兆しを見せた．
記念碑の場所から見たマリエンタールの町並み
1 ）　フレーベルが創設した「幼稚園」の根底を貫く
哲学的な根本の精神については，次の論文で探求
考察した．「フレーベル教育学における『幼稚
園』創設の根本理念〜その目的の主旨について
〜」中央大学論集　第９号所収 ,　昭和63（1988）
年３月
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しかし，経済的には，十分ではなく，カイルハ
ウ学園と同様，財政的な窮乏に陥ってしまう2）．
フレーベルは，献身的に，わずかの報酬もなし
に，ただ，子どもたちに対する愛と，この事業に
対する熱意のみで，事業の継続を願った．しか
し，有能な保母の報酬を支払うことがどうしても
困難になってしまう．
また，創設した幼稚園を普及させるための運動
も展開しなくてはならず，特に「恩物」の使い方
の指導を徹底することが不可欠となり，ブランケ
ンブルクのみならず，ドイツ全土において，それ
は必要となった．
そのため，フレーベルは，1843年から1849年に
かけて，著述活動を続ける傍ら，幼稚園を更に普
及させるための運動を展開し，国内を旅行せざる
を得なくなった．特に幼稚園創立から４年を経た
1844年に出版された『母の歌と愛撫の歌』の精
神3）を理解してもらうために，それ以後，彼はド
イツの極めて広い範囲を旅行し，幼稚園の普及を
説き，遊具の扱い方を指導し，更には『母の歌と
愛撫の歌』の宣伝にも力を注いだ．
このようなフレーベルの幼稚園普及のための旅
行により，フレーベルはブランケンブルクを留守
にすることが多くなり，その幼児教育の事業は，
次第に衰退し，その施設は，最後には「ブランケ
ンブルクの児童作業施設の出版所」という看板を
掲げた一つの小さな倉庫のみになってしまったと
言う．このような危機的状況のさなか，フレーベ
ルは，再びマイニンゲン公の経済的援助を期待し
た．
かつて，フレーベルは，カイルハウ学園が危機
的状況に陥った1820年代の後半に，自己の幼少期
の生活を伝記的にマイニンゲン公に書き送り4），
援助を求めたことがあった．しかし，マイニンゲ
ン公は，その期待には応えてくれなかった．また
後にフレーベルは，マイニンゲン公から，ヘルバ
（Helba）に開設する学校の建設を依頼され，考
えた構想を示したが，その計画は，結局は実らず
頓挫してしまうことになった．
そのように，それまで，マイニンゲン公は，フ
レーベルの期待に応えることはなかったが，しか
し，公爵夫人は６歳の娘をフレーベルの方法で育
てあげた．そのことを考え合わせると，マイニン
ゲン公は，フレーベルの幼児教育の理念には賛同
していたと考えられる．
当時，バート・リーベンシュタインはマイニン
ゲン公の所領だった．マイニンゲン公は，それま
で援助することができなかった，根底では賛同し
ていたフレーベルの教育理念に対して，彼が来る
なら，その機会に何か援助したいと考えたと推測
し得る．彼の幼児教育のために，バート・リーベ
ンシュタインの施設のみならず，後には，マリエ
ンタールの宮殿さえも提供してくれる提案がなさ
れたのである．
バート・リーベンシュタインで，マイニンゲン
公からの支援が得られるかもしれないという見込
みがたった時，フレーベルは，ブランケンブルク
2 ）　カイルハウ学園の財政的な危機については，次
の論考で考察した．「カイルハウ学園創立期にお
ける『フレーベル教育集団』の結成とその苦悩〜
学園の危機的状況と構成員相互の交渉〜」中央大
学教育学論集　第24集所収，1982年３月
3 ）　この書については，次の論文で考察した．「フ
レーベル著『母の歌と愛撫の歌』の哲学的基礎〜
その著を貫いている教育的精神について〜」日本
ペスタロッチー・フレーベル学会紀要　第２号所
収，1989年７月
4 ）　フレーベルの自伝前半は，「マイニンゲン公宛
ての手紙」の形式で書かれている．Fr.Fröbels 
Pädagogishe Shiriften,h.v. W.Lange,Bd. Ⅰ ,1862　
邦訳 : 小原国芳・荘子雅子監修『フレーベル全
集，第一巻　第二章』玉川大学出版部　昭和52年
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からバート・リーベンシュタインに移り住む決心
をしたと考えられる．
1848年，フレーベルが初めてバート・リーベン
シュタインを訪れた時，彼は次のように言った
「私の根本思想の究極的に重要な核心を現実化さ
せるための場所を，私は，今，ここに見出した
（Ich habe nun den Ort gefunden zur Verwirk-
lichung der letzten Konsequenz meines Grundg-
edankens ...）」と．この言葉からも，彼がこの地
に大きな愛着と癒しを見出し，未来的に大きな期
待を抱いていたことが窺える．
フレーベルは，人類は精神的に一体となって知
性と道徳的・宗教的完成へと向かわなくてはなら
ないから，調和ある進歩を遂げるために，各発達
の段階において，確固たる教育原理に従って教育
されるべきであると考え，その土台となる乳・幼
児期の教育が極めて大切であると主張した．フ
レーベルは，そのような教育理念実現のために
は，子どもたちを教育する人々のための教育施設
がどうしても必要となると考え，そうした施設の
創設をこの地に求めたのである．
前述の如く，フレーベルは，1848年初めてリー
ベンシュタインに来て「フレーベル・ホーフ」に
１年住み，翌1849年の３月（彼67歳の時），そこ
で，後にフレーベルの支援者となるマーレンホル
ツ・ビューロー （von Marenhorz-Bülow） 夫人と
運命の出会いを果たし，この地において，作業遊
具と運動遊具を普及させようと，遊具の使用説明
書を作成した．
そして，更にその１年後，1850年５月，マイニ
ンゲン公は，フレーベルに，その時は使っていな
かったお城（宮殿）を，きわめて安い家賃で提供
してくれ，フレーベルは，そこに移り住み，同年
８月４日「人間教育の全ての友のためのパンフ
レット（Ein Einigungsblatt für alle Freunde der 
Menschenbildung）」を発行し，アルテンシュタ
イン（Altenstein）の丘で「子どもの遊戯祭り」
を挙行した．
フレーベルが住むようになった「マリエンター
ルの小さなお城」は，1833年に建てられた擬古主
義のお城で，城内に母親の教育のための幼稚園
（今は「ラウレンティウス教会」の施設内に移転
されている）を設立し，女性教諭養成所としての
施設を世界で初めて併設した．
幼稚園では，乳・幼児教育の全体的な研究が課
題となり，子どもをとりまく女性のための教育が
重視された．すなわち，乳・幼児の教育を充実さ
せるためには，母親と子どもを媒介する中間的な
存在，「訓練を経た女性の専門的な指導者及び良
き助手」の養成機関がどうしても必要となる．そ
こで，幼児の保育，及び教育者養成のための課程
が「専門的な指導者の育成施設」として幼稚園に
併設されることになったわけである．そこでは，
受講者たちに専門的な教育の技術を身に付けさせ
ることはもちろんのこと，それと同時に，保育に
携わる母親の要求や希望を聞き，保育教育に関す
る悩み，心配や苦悩などを親身になって解決させ
るために必要な素養を育むことも企図された．
その教育施設（幼稚園）での「６ヶ月間の教育
「子どもの遊戯祭り」が挙行されたアルテンシュタ
インの丘，お城の前の広場
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プログラム」は，広範囲に多様な科目を網羅し，
実施された教育は，例えば，子どもの身体的な世
話，体育，教育遊具の正しい扱い方など，子ども
の異なった年齢に相応しい対応が重視され，最終
的には自然観察と庭の世話に導く教育までもが計
画されていた．
｢ 発達的・教育的人間陶冶による多面的な生命
の合一のための学校」として，幼稚園に開設され
た女性教諭養成所としてのその施設の目的は，
「常に発達する人間を教育することを通じてあら
ゆる生命の統一を認識させることのできる幼稚園
教諭の養成」であった．母親に幼児保育上の指導
をする良き女性指導者，あるいは助手を，また若
干年齢の進んだ子ども達のために男性の保育者，
教育者を養成しようと企画された施設がその学校
なのである．
その養成機関が正しく機能するためには，子ど
も達の保育の真の本質と手段とが明瞭に認識さ
れ，その応用と実施に心が向けられなくてはなら
ない．すなわち，児童保育者は，その養成の機関
を通じて，保育と教育とに必要な資質を磨き，そ
の実践に習熟し，子どもの本質と発達過程を知
り，子どもに対する尊敬と愛にまで魂を高め，子
ども達の生命の諸要求とそれを適切な保育及び教
育を通じて満たすことに習熟しなくてはならない
のである．
フ レ ー ベ ル の 生 徒 で あ っ た ル イ ゼ（Luise, 
1815－1900）は，この年（1850年）の７月にその
学校の長として赴任し，その年の冬期のハンブル
ク講習会をフレーベルと一緒に指導した．
学校長として就任したルイゼは，1851年６月９
日に，フレーベルと結婚している．フレーベル69
歳，ルイゼ36歳であった．
この1851年という年は，フレーベルにとつて，
とても重要な年である．ルイゼと再婚したこの年
に，幼稚園は，不幸にも政治的な嫌疑をかけら
れ，プロイセン政府は，８月23日「幼稚園は，社
会主義的無神論を有する」として，「幼稚園禁止
令（Verbot der Kindergalten）」 を 全 国 に 発 布
し，隣国のザクセン政府もプロイセン政府になら
い，発展する幼児教育の基盤を弾圧した．その
「禁止令」は，他の都市にも広がり，ドイツにお
ける幼児教育は，フレーベルの献身的な努力にも
拘わらず，諸外国よりもずうっと遅れてしまうこ
とになる．
このような，幼稚園の危急存亡の秋に，フレー
ベルは1851年の９月末，バート・リーベンシュタ
イ ン に お い て 開 催 さ れ た「 教 育 者 会 議
（Pädagogenversammlung in Bad Liebenstein）」
に参加している．「教育家庭集会」はフレーベル
に賛成であることを宣言した．また，「フレーベ
ルの努力のための雑誌（Zeitschrift für Friedrich 
Fröbels Bestrebungen）」が，この年に刊行され
ている．
その当初，近くから遠くからマリエンタール
に，フレーベルの教育を受けようと女性が集ま
り，そこは，にわかに教育的，精神的な中心地の
様相を呈し，学校には急速に発展する兆しが見え
た．
しかし，残念ながら，彼の壮大な幼稚園の思想
は本当には理解されることはなかった．加えて，
プロイセン政府が出した「幼稚園禁止令」の影響
もあったのであろう，入学する女性を集めること
が次第に難しくなり，その幼稚園，すなわち，幼
稚園女性教師を養成する学校は，1852年，フレー
ベルの死とともに閉鎖せざるを得なくなる．
フレーベルの死は，｢ 幼稚園禁止令 ｣ の発布さ
れた翌年であり，その「禁止令」は，1860年に
なってやっと解かれるが，彼はその禁止令が解か
れるのを知らぬまま，1852年６月21日，マリエン
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タールの小さなお城（宮殿）で，70歳の生涯を閉
じ，バート・リーベンシュタインに隣接するシュ
バイナの墓地に埋葬されている．
彼に協力した友人や幼稚園の仲間たちは，フ
レーベルの遊具の基本的な形，球と円錐形と立方
体からなる象徴的な墓碑をたて，二番目の妻，ル
イゼの墓も今なお，そこにあり，見ることができ
る．
そのお城は，現在（2007年４月），側面の修復
工事が行われているので，正面は，普通に見えた
が，横に広がる庭なども，現在修復中で残念なが
ら外側しか見学できなかった．しかし，フレーベ
ルが亡くなったのは，紛れもなくそのお城の中
で，今でもフレーベルの死亡証明書が存在してい
るという．そこが，まさにフレーベル臨終の場
所，フレーベル終焉の地なのである．
シュバイナにある山の墓地（Bergfriedhof in 
Schweina＝Fröbelgrab）
1852年６月21日にフレーベルは亡くなってい
る．彼の墓は，シュバイナにあるベルク墓地
（Bergfriedfof）に埋葬されている．その墓へは，
「マリエンタールの小さなお城（Marienthaler 
Schlößen）」からは2.4Km，Fröbelsrhu からは，
約3.7Km 余りの道のりである．そこに行くには，
Altensteiner Str. を北上すればいいのだが，シュ
バイナ川を渡ってその川に沿った脇道でも行ける
ので，そこをしばらく歩くと，その道は自然と舗
装されている Marienthaler Str. へと繋がる．そ
の道を少し歩くと，Rud-Breit-Str. に突き当た
る．そこを，左に曲がると，Salzunger Str. に行
き着くから，そこを右に行くと「フレーベルの墓
へ」の標識がある．そこを曲がるとお墓のまん前
に出る．かなり広い墓地である．墓をきれいに掃
除している人が居たが，到着した日にも行った
が，その時は，花に水をやっている人が居た．
一般の墓地の奥，少し小高い所に，球体，円錐
形，立方体という彼の遊具を象徴する特徴的なフ
レーベルの墓石が見つかった．その真後ろに一本
の木「しだれブナ（Högebuch）」が植えてあり，
その木の枝々は垂れ下がっていた．ドイツでは，
この木は悲しい時に植える木だそうで，墓石に
は，うってつけの木なのだそうだ．その木は，あ
たかも大きなパラソルとなってその墓石を守って
いるかのようであった．その墓石は，幼稚園をそ
の敷地内にもつ教会と向かい合って，あたかも，
幼稚園を見守るように立っていた．
一番上に置かれた球の下，円錐形の前面に
「Komt, laßt uns unsern Kindern leben！」とい
う彼のモットーが彫られていて，その下の立方体
修復工事が行われていた「小さなお城」 フレーベルの墓地を示す標識
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には，「FRIEDRICH FRÖBEL geb:21 Apr.1782 
zu Oberweißbach. gest: 21 Juni 1852. zu 
Marienthal」という字が彫られていて，更にその
下には，「Dem grossen Kinder = u:Menschenfre-
unde」とあり，更に下に「seine dankbaren Ver-
ehrer.」と彫られてあった．その下にひさしがあ
り，石版のパネルが置かれてあり，それには，次
のように彫られていた．「Hier ruht die zwete 
Gattin Friedrich Fröbels Frau Luise Fröbel geb. 
Levin, geb. zu Osterode a.Harz am 15. April 
1815 gestr. zu Hamburg am 4.Januar 1900. Die 
Liebe höret nimmer auf. 1 Cor. 13.8.」．
写真撮影をしていると，二人の男の人が，その
墓の前に植えられている草花に水をやりに来た．
しっかりした管理がなされていることが分かる．
シュバイナにあるフレーベル幼稚園（Fröbel-
Kindergarten in Sweina）,” bei LAURENTI-
USKIRCHE”
フ レ ー ベ ル の お 墓 か ら， 幼 稚 園 ま で は，
0.4Km，目と鼻の先である．お墓を横から出て，
Friedhof Str. を行くと，Salzunger Str. に突き当
たる地点で，右前に「ラウレンティウス教会 」
が見えてくる．幼稚園は，その教会の敷地内にあ
り，Friedrich-Fröbl-Str. に面している．正面に
廻ると，壁は薄いベージュで，濃い茶色の木組
み，窓枠は濃い緑色で縁取られた昔ながらの外観
である．入り口の通路をはさみ右の建物と左の建
物を２階の渡り廊下が繋いでいる．その渡り廊下
には，フレーベルの遊具の象徴となった墓石の
マークが入ったシュバイナのワッペンが描かれた
きれいな壁があり，その下に小さな扉が開いてい
た．
その扉の両側には，左右対称に二つの小さい庭
があり，右側の庭には，中央に大きなモミの木が
植えられてあり，その左には，座ってマンドリン
を弾いている子どもの像があり，右には，アコー
ディオンを弾いている子どもの像がある．大きな
モミの木の右横に小鳥のお家が作られてあった．
左側の庭には，中央に，銅版で造られたと思われ
る現代風モニュメントが建っていた．その記念碑
は，フレーベルの没後150年を記念して建てられ
たものであると記されていた．それは，今まで見
たことのないフレーベルの記念碑であり，近代芸
しだれブナの木がパラソルのように垂れ下がって
いるフレーベルの墓石
幼稚園を敷地内にもつラウレン
ティウス教会
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術の技法を駆使した現代芸術である．そのモニュ
メントの前に掲げられたパネルには，次のように
記されてあった．
「Friedrich Fröbel Denkmal Zu Ehren des 150 
Todestages am 21 Juni 2002 geschaffen. Diese 
Stele wird nach Beendigung der Bauarbeiten 
am Marienthaler Schößchen dort ihren endgül-
tigen Standort erhalten.」
記念碑の上部は人の顔を象った現代風オブジェ
であり，その下の部分に，３つに分けて文章があ
る．まず，１番上には，「Friedrich Wilhelm Au-
gust Fröbel 1782－1852」とあり，その次の部分
には，「Im Mai 1850 bezog der große Pädago ge 
Friedrich Fröbel das Marienthaler Schlößen, wo 
er sein Lebenswerk mit der Gründung der 
ersten Kindergärtnerinnenschule der Welt 
berkönte.」と書かれていて，１番下には，「Am 
21.Juni 1852 verstarb er hier an seiner letzten 
Wirkungsstätte.」と書かれてある．
ちょうど，外観を見終わった頃，幼稚園の前に
赤い車が止まり，２人の女性が降りて来た．「あ
なたは，ここの先生か？」と聞くと，違うが，直
ぐに来ると教えてくれた．少しすると園芸店から
肥料を買ってきたのだろうか，たくさんの肥料の
袋を積んで，何人かの幼稚園の先生が帰って来
た．事情を話して，園の中を見たいというと，
シュバイナのワッペンが描かれた
幼稚園のきれいな壁
大きなモミの木の下に小鳥のお家が
作られてある幼稚園の小さいお庭
幼稚園の庭に建てられた現代風モ
ニュメント
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「今，子どもたちは昼寝中なので，２時には起き
るから，それから来てくれれば，園を案内してあ
げる」という．
２時まで，そこから直ぐ近くにある，「ブュル
ガーハウス」に展示されているフレーベルに関係
ある展示を見て，２時になったので，再び幼稚園
に行く．
歓迎してくれ，案内してくれたのは，「シビィ
レ・ヘッセ（Sybille Hess） 」という，そこの園
長さんで，25年に及んで，その幼稚園の教諭をし
ているということだった．現在通っている子ども
は，１歳から６歳までの85人で，そのうちの二人
だけがバート・リーベンシュタインから来てい
て，それ以外は皆シュバイナ在住の子どもたちだ
という．専任の教諭は七人で，一日６時間労働，
ローティーションを組んで働く時間のバランスを
とっているとのことだった．
フレーベルは，ここに住んだことはないので，
いわゆる「幼稚園の思い出の部屋」というのは，
移転する前の幼稚園，すなわち「小さなお城（宮
殿）」の中に存在していたことになる．
さて，ヘッセ園長は，大変に丁寧に案内してく
れ，とても親切にこちらの質問にも対応してくれ
た．子どもたちが，ちょうど昼寝から目覚める時
にめぐり合えたので，とても様々なものを見聞す
ることができた．トイレはかなりゆったりとした
スペースがとってあった．何人かのお母さんが，
面倒を見るために幼稚園に来ていた．一番上の階
が昼寝用の部屋で，ベッドが整然と並べられてい
て，そこには，小さい階段が通じていた．そこか
ら起きてきた子どもたちは，下の食堂でおやつを
食べ，中庭に出て遊ぶ．部屋に行くと，親しく
寄ってくる子どもも居た．
部屋や廊下には，様々な飾りが施され，とても
きれいに美しく飾られていた．園長は，「春だか
ら，春の装いよ」と言っていた．窓ガラスにも，
切り絵を裏から貼ったり，作った作品を窓辺に置
いたり，とても工夫がされてあり，異次元に行っ
たような錯覚に陥る幼稚園だった．「伝統的なフ
レーベルの教育方法で教育がなされているのです
ね？」とたずねる，「大筋ではそうだが，現代的
な側面も積極的に取り入れている」ということ
だった．各年齢にふさわしい教育カリキュラムが
用意されていたり，自然を大切にする教育がなさ
れていたり，広い中庭で十分に身体を動かす教育
がなされていたり，フレーベルの教育方法は十分
に現代に生きていると思った．
昼寝をして，おやつを食べた子どもたちから中
庭に出て来て元気に遊ぶ．その庭は相当に広く，
大きなヨーロッパブナ（ROTBUCHE）が植えら
れ，ハーブの寄せ植えもなされ，多くの遊ぶ道具
が設備されてあった．
前方に三つのドアがあったが，それはらは体育
館だというが，みな壊れていて，修繕を必要と
し，今年中には修繕を完了する予定なのだと説明
してくれた．最後に，フレーベルの遊具，恩物な
ど，分解して，四角い箱に収まる積み木を実演し
て見せてくれた．ここの幼稚園が，フレーベルの
伝統をかなり，忠実に実現していることに驚い
た．
現在は，インホルマチオン（情報案内所）と
なっている「ブュルガーハウス（Brügerhaus＝
Friedrich-Fröbel-Straße 17  3648 Sweina）」 ま
で，幼稚園からは40m ぐらい，10分ほど歩けば
行ける．
「ブュルガーハウス」
ここは，現在，インホルマチオンとなっている
が「フレーベルの展示室」を併設していて，フ
レーベルに関する様々なものが展示され，若干の
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フレーベルに関する資料などが売られている．
入り口のドアを開けると右手に階段があり，そ
れを上りドアを開けると，正面に，フレーベルの
顔写真があり，三つのガラスの陳列ケースに，フ
レーベルに関係する展示物が陳列されてあった．
左には，フレーベルの記念碑，後継者の人々の写
真があり，真ん中のケースには，アルテンシュタ
インのお城と，その前で遊戯をする子どもたち，
幼稚園の先生と子どもたちの写真があり，右側の
ケースには，折り紙や恩物など，フレーベルの作
業遊具が展示されていた．部屋の中央には，二つ
の大きなショウケースがあり，左側のケースに
は，恩物・積み木・バラエティーにとんだ紙の作
業遊具が展示され，右のケースには，それ以外の
遊具，バラバラにして，一つの統一にもたらされ
るような，簡単な作業遊具が展示されていた．
左側の壁には，大きな三枚のパネルがかかって
いた．左のパネルは，『母の歌と愛撫の歌』の下
に，積み木や折り紙，恩物で遊ぶ子どもの写真が
あり，真ん中のパネルには，フレーベルの写真と
ともに，彼の履歴が書かれている．右側のパネル
には，昔の幼稚園の図と，その下には昔の子ども
が遊んでいる絵があり，現在の子どもたちが遊ん
でいる幼稚園の写真と対比させてあった．下に
は，陳列ケースがあり，３つのウインドウにフ
レーベルの著作が展示されていた．
左側の奥には，子どもが遊べるスペースがあ
り，積み木で作った大きなお家が展示されてあっ
た．
そこにある展示物は，もと，「小さいなお城
（宮殿）」にあったものなのであるが，幼稚園の移
転とともに，現在ある幼稚園に移されてきたもの
である．その幼稚園が改築されるのに伴い，幼稚
園の先生方が，それを，ここに移したのだとい
う．
「アルテンシュタインのお城と公園」（Schloß 
und Park Altenstein）
「ブュルガーハウス」から，マイニンゲン公が
別荘として住んだアルテンシュタインのお城まで
は，2.1Km の道のりである．その建物の前の通
りは，Altensteiner Str. であるが，少し北上した
所で，Glücksbrunner Str. が始まる．その分岐点
を右に折れ Altensteiner Str. を更に歩くと，アル
テンシュタイン城のある丘の上り口にたどり着
く．
160ヘクタールに及ぶ大きなアルテンシュタイ
ンの公園は，「ザクセン・マイニンゲンの公爵，
ヘ ル ツ ォ ー ク・ ゲ オ ル ク Ⅰ 世（von Herzog 
Georg Ⅰ）」が，ネオルネッサンス様式でまとめ
たチューリンゲンの庭園造形芸術の最も重要なも
のの一つに数えられるという．
山道を約30分歩いたが，周囲は，新緑のブナと
菩提樹の林で，心地よい風が吹くなか，小鳥が囀
り，上りの道もそう難儀ではなく，大変に気持ち
よく歩けた．上りつめると，パンフレットにもあ
る宮殿の地図が掲示板に大きく掲げてあるのが目
に入った．
しかし，宮殿は見えなかったので，そこに居た
現在はインホルマチオンになっているブュルガー
ハウス
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人に聞くと，すぐそこに存在しているというの
で，左手を見てみると，そこには緑輝く中庭の向
こうに，太陽の光を一杯に浴びて，堂々と建って
いる繊細な宮殿があった．建物自体は，老朽化し
て壁のレンガがむき出しに現れ，枯れた蔦がその
屋根の上まで這っていたが，屋根には，緑色に斜
めの茶色の格子模様が美しく残っていた．浪漫派
の画家フリードリッヒが好んで描いた古城を思い
出させた．城に近づいてみると，遠くから見た繊
細さとはまた違った力強さを感じた．左手の崩れ
た要塞から眼下を見下ろすと，西にシュバイナの
家々が見えた．
宮 殿 の 左 側 に は， 大 き な 栗 の 木（ 栃 の 木
= Kastanie）が植えられていて，その左奥には，
きちんと整地された５角形の芝生の内側に，まわ
るく，色とりどりのサンシキスミレ（Stiefmütte-
rchen）が植えられていた．更には，５角形の芝
生の外側を囲んで，内側に植えられた花々をとり
囲むように多くの三色スミレが美しく植えられ，
その更に左側には，やはり円形に植えられた色と
りどりに咲き乱れたサンシキスミレの真ん中に噴
水が吹き出していた．お城の前面にもやはり，三
色スミレが整然と植えられていて，その光景は，
まったく美しいものであり，そのあたり一帯は，
かぐわしい香りで包まれていた．廃墟と化したそ
の宮殿と，周囲の花々の美しいコントラストが，
より一層，その宮殿の歴史を感じさせてくれた．
中庭は，手前の門から広がっているのだが，そ
の門は，現在では学校になっていて，高齢者の介
護も行われているという．ちょうど出て来た人が
居て中を案内してくれた．中は広く，昔は宮殿の
一部で多くの立派な部屋があったのだと説明をし
てくれた．現在では，新しく建てられた建物もあ
るという．
その中庭は，フレーベルが「子どもの遊戯祭
り」をした時代とほとんど変わっていないのでは
ないかと思う．1850年８月４日，午後２時にその
「遊戯祭り」は始まった．その祭りには，近隣の
ザルツンゲン・バート・リーベンシュタイン・マ
リエンタール・シュヴイナ・シュタインバッハ
（Steinbach）の町や村から300人以上もの子ども
たちが参加した．幼稚園や学校の先生方も20人以
上，それに，子どもたちの家族も参加して，「鳩
の家」「かたっむり」等，彼らが普段幼稚園で
行っている数々の歌や遊びが披露され，その祭り
は，盛大に行われた．
フレーベルは幼児の遊びがもつ教育的意義を絶
大に評価し，独創的な教育遊具（恩物）を創作し
たが，他方，活動的な遊びとして運動遊戯を重視
し，集団でする遊びを創造し，地域と結びついた
「遊戯祭り（Spielfest）」を組織した．
フレーベルは，それぞれの運動遊戯を固定的な
発展性のないものとしては考えなかった．彼は，
いろいろな状況と子ども達の要求とによって，一
つの遊戯から全く新しい遊戯に変化して行くその
発展性にこそ価値を置き，「子どもの発達の程度
とその要求とに応じて，不断に自己発展してい
く，この遊戯の特性こそ，われわれが提起した遊
マイニンゲン公が別荘として住んだ，フレーベル
が遊戯祭りを挙行したアルテンシュタインの丘の
上にあるサンシキスミレが美しく咲くお城
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戯および遊戯法の全く本質的な価値なのである」
と言っている．
フレーベルは，「子ども遊戯祭り」という催し
を通して，自己の教育内容を宣伝し，特に貴族や
上流階級の人々に，また，保養に来ている大人た
ちに，幼稚園を理解してもらおうと企図したと考
えられる．
フレーベルは，子どもたちの身体を通してなさ
れる活動的な自由な活動を通して，彼らの生命を
その本質において表現しようとした．すなわち，
彼は，運動遊戯を通して，個人と社会，部分と全
体の調和と統一とを表現しようとしたのである．
それは彼の中心思想たる「生命の合一」の思想と
深く結びついている5）．
フレーベルが，運動遊戯を通じて実現させた
かったことは，子どものうちに内包されている人
間の本質全体を彼ら自身の身体を通して理解さ
せ，でき得る限り完全に人間性の全体を表現させ
ることであった．この８月４日に開催された
「Altenstein における『子どもの遊戯祭り』のこ
とは，フレーベルの「週刊誌（Wochenschrift）」
に取り上げられた．
1927年にも「子どもの遊戯祭り」が Altenstein
の 丘 で 行 わ れ た が， こ の 時 は， ワ イ マ ー ル
（Weimar）共和国，「チュウリンガーのフレーベ
ルクラブ（Thüringer Fröbelverein）」を初めと
して，バート・リーベンシュタイン）の「フレー
ベルハウス」，シュヴアイナにおけるフレーベル
ハ ウ ス の ｢ 子 ど も た ち の 女 性 保 育 者 コ ー ス
（Landkinderpflegerinnenkurse）｣ などの熱心な
企画協力によって，発展的に盛大に行われた．
帰りは，そこから南東の方角にあるバート・
リーベンシュタインに向かう．Salzungerstr. に
出て，アルテンシュタイナー通りからすぐに，
Bahn-hof-straße に入る道が近いが，Salzunger-
str. を左折して，Rud-Breit-scheid-Str. に入り，
か な り き つ い 坂 道 Sauer berg を 上 り 詰 め て
Bahn-hof-straße に出ることもできる．そこを，
しばらく歩くとシュバイナの町が終わり，バー
ト・リーベンシュタインの町に入る．そのまま歩
くと道はバート・リーベンシュタインの中心街に
通じる．
バート・リーベンシュタインに入ると，シュバ
イナが車も少なく人通りもまばらで，全く静か
だったのに対して，人影も多くなり，店も多く活
気を感じた．現在のシュバイナは，くすんだ赤レ
ンガの家が多く，ところどころに空き家となった
家があり，DDR 時代の車に乗る人は激減し，ま
だ復興が十分ではないのだろう無人の家も多く
あった．また，どこも，工事が多く，今が過渡期
でドイツは変わろうとしているという印象を強く
受けた．
｢ フレーベルの井戸（Fröbelbrunnen）｣
「Fröbelbrunnen」 は，Herzog-Georg-Str. が 終
5 ）　「運動遊戯」が彼の「生命合一という哲学思
想」と密接に結びついていることを考察した論考
は，次のものである．「フレーベル教育学におけ
る造形的『遊び』と運動遊戯との関連性〜象徴的
表現の視点から〜」中央大学論集　第11号所収，
平成２（1990）年３月
帰り道の標識
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わる所と，Achenbergstr. が終わる所にあり，そ
れは，例のフレーベルの象徴ともなっている
「球・円錐形・立方体」という形の記念碑で，次
のように彫られてあった．「Zum Gedanken an 
den Padägogen Friedrich Fröbel welcher von 
1849 bis 1852 in Bad Liebenstein」
その記念碑からは，水道の蛇口から水か出るよ
うに，水が湧き出していて，下には水をためるた
めのコンクリートで作られた四角い水受けが設備
されていて，その前面には，「1995」と記されて
あった．
これで，リーベンシュタイン，シュバイナにお
けるフレーベルの史跡を巡るコースを一応歩いた
ことになるので，ホテルにもどることにする．
ホテルに帰る途中，「バート・リーベンシュタ
インの保育園」がある．そこに立ち寄り，教育方
針を聞いたが，フレーベル主義の教育はしておら
ず，長い間，自然を重視した Kneip（クナイプ）
の教育精神でやっているということだった（2007
年４月25日（水），そこの保母さんから聞いた）．
む　す　び
フレーベルは，幼稚園設立の理念のために生
き，その理念のために死んでいったと言っても決
して過言ではないであろう．幼稚園創設を実現さ
せたその理念は，幼児教育の父としての，嵐の生
涯とでも言うべき彼の生活を支え，教育哲学者と
しての彼の精神を一貫して貫き，教育実践家とし
ての彼の仕事の原動力となった．
世界で初めて誕生した「幼稚園」は，子どもが
有名小学校に入るために「読み書き算盤」を習う
単なる教育の施設ではなかった．
フレーベルによれば，乳幼児期の子どもたちの
教育程度は高くなければならず，もし，それが不
十分であれば，それは，当の子どもに損失をもた
らすのみならず，国家にとっても人類にとって
も，大きな損失となってしまう．フレーベルは，
そうした考え方から進めていく幼稚園事業を「ド
イツの家庭生活の真価を実証する国民的事業」と
も呼んだ．彼によれば時代が待望し，希望してい
るものを実現し得るか否かは，人間発達の萌芽の
段階である乳・幼児期の教育成果にかかっている．
フレーベルは，誤った教育により，子どもの健
全な発達が，身体的にも，精神的にも阻害されて
はならないと考え，どんな子どもも，心情豊か
に，逞しく充実して育てられるべきであることを
主張した．
そのためには，母親となる人々を教育できるよ
うな保育における指導者としての女性の存在が不
可欠であり，そのような指導者の養成を通じての
み，母親の子どもに対する適切な関わり方も可能
になる．すなわち乳・幼児保育，教育において
「母親と子どもとの生命の根元的な合一」へ至る
ような保育方法を指導できる女性指導者の養成が
何よりも重要であるとフレーベルは考えた．
このような理由から，フレーベルの就学前の教
育施設（KIeinkinder-Pflege-und Beschäftigungs-
anstalt）は，同時に，女性の児童保育者及び男女
の教育者のための養成施設と結び付けられて考え
られるようになる．
彼は，幼稚園という施設を通じて，子ども達だ
けを教育しようとしたのではない．もっと根本的
な子どもたちの生活の全側面を援助しようとした
のである．母親をはじめとする周囲の大人たちが
子どもたちを注意深く配慮することを通じて，大
人たち自身が学び，彼らの活動衝動の保育を充実
させ，良き保育を実現させることができる．
このようなフレーベルの考えは，当然，既にブ
ランケンブルクに幼稚園を創設する時から，彼の
中にあった考え方ではあったが，マリエンタール
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におけるマイニンゲン公の好意により，そうした
場所が提供され，フレーベルのそのような教育に
対する大きな希望が現実味を帯びたわけなのであ
る．
マリエンタールにおいて，フレーベルは，精力
的に幼稚園教師養成の教育に力を注いだ．しかし
ながら，運命は，この年老いた教育学者を逆境へ
と追いやった．不当なる不条理な，「幼稚園禁止
令」は，1860年になってやっと解かれたが，フ
レーベルは「禁止令取り消し」を求める請願運動
の最中，1852年６月３日，ゴータで開催された
「一般ドイツ教師会議（die allgemeine deutsche 
Lehrerversammlung in Gotha）」に招かれて参加
し，同年同月21日，その禁止令が解かれるのを知
らぬまま，マリエンタールの小さなお城（宮殿）
で，70歳の生涯を閉じたのである．
彼の死後，マーレンホルツ・ビューロー夫人や
再婚した生徒ルイゼ，生涯の友ミッデンドルフ
（W.Middendorf,1793-1853）などの献身的な努力
に支えられ，その幼稚園の考え方は幼稚園禁止令
の出されたドイツよりも，むしろ諸外国において
発展し，その精神は全世界へと広まっていった．
このようなことから，ドイツにおける幼児教育
は，諸外国よりもずうっと遅れ，後に他国からフ
レーベルの思想を逆輸入しなくてはならなくなる
という，なんとも皮肉な事態を生んでしまうこと
になったのである．
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年４月１日より９月30日までドイツに６ヶ月間滞在し
調査研究に従事した研究成果の一部である．
ドイツ地名の日本語表記は，文献によりかなりの違い
が認められるので，本稿においては，主として日本ペ
スタロッチー・フレーベル学会編（『ペスタロッチー・
フレーベル事典（増補改訂版）』玉川大学出版部，2006
年12月）に従った．
（理工学部教授・教育学，倫理学）
